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Ⅰ．マクスウェルの電磁方程式のテンソル表示への書き換え

電気量保存の式より
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以下サイクリックに取り扱えば

(ｳ) 320  kji のとき (ｴ) 130  kji のとき

0














x

t

B
Erot 0















y

t

B
Erot

0i の場合

0











j

ki

k

ij

i

jk

x

F

x

F

x

F
→ 0





t

B
Erot

まとめると ４つ方程式が二本の式で表現できる。

（マックスウェル電磁方程式のテンソル表示）
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